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～ 「グリーン購入セミナー ｉｎ 大阪」を開催しました ～
府民会議では、大阪府、環境省、グリーン購入ネットワークと共催で、平成２２年１月２０日（水）に、大阪国際会議場（グランキューブ大阪）において、「グリーン購入セミナー ｉｎ 大阪」を開催しました。

本セミナーは、『グリーン購入によるＣＯ２削減　－２０２０年（９０年比）ＣＯ２ ２５％削減に向けて－』をテーマに、大阪を中心とした近畿地域の企業、行政、民間団体を対象に、グリーン購入の普及・拡大と、グリーン購入へのさらなる理解を深めていただくことを目的に開催したもので、約１３０名の参加を得ることができました。
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会場の様子　　　　　　　　　　　　　　　　 山本教授の基調講演
セミナーでは、主催者挨拶のあと、「“グリーン購入”に人類の未来がある」と題して、東京大学生産技術研究所の山本良一教授の基調講演がありました。
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山本教授は、このまま地球温暖化を放置すれば、数千年経過しても高いＣＯ２濃度が続き“温暖化地獄”に陥ることになる。失業者の増大など大きな痛みを伴うことを覚悟しつつ、低炭素経済の向けて舵を切る決心をするより他はないと強く訴えられました。
そして、“温暖化地獄”を回避するには、地球の表面温度の上昇を産業化以前と比較して２℃以下に抑え、ＣＯ２濃度を４５０ppm以下で安定化させる必要があり、そのためには、世界全体のＣＯ２排出量を２０１５年までにピークを打たせ、２０５０年までに１９９０年比５０％削減、２１００年までに８０％削減し、２２世紀にはゼロエミッションを達成しなければならず、環境に配慮した製品の開発・製造（エコプロダクツ）と、そうした製品を購入・買い換えてめったに使わず、必要な時だけ使用することこそが、真の“グリーン購入”であり、その普及・拡大に向けて全力疾走すべき時期であると強調されました。
　基調講演に続いて、グリーン購入等に対する実際の取組みについての事例発表がありました。
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　　　　阪急阪神ホールディングス㈱からは、「阪急阪神ホールディングスグループの取組み　～グリーン購入大賞受賞事例を中心に～」と題して、環境メッセージ列車「エコトレイン　未来のゆめ・まち号」の取組みについての発表がありました。
２００８年１２月から２００９年７月までの８ヶ月間、阪急電鉄において、外観に環境をテーマにしたラッピング塗装を施した特別列車「エコトレイン　未来のゆめ・まち号」を、神戸・宝塚・京都の各路線で運行し、車内の中吊り広告を地球温暖化防止やグリーン購入など環境をテーマにしたものに統一するなどして乗客に対する啓発を行ったことや、このエコトレインを活用して、環境学習や小・中学生を対象にしたエコ絵画コンテストなどの参加型の関連イベントを実施したことなどが紹介されました。

　　　　シャープ㈱からは、「“小学校環境教育”の取組み」と題して、NPO法人の気象キャスターネットワークと協働で２００６年度から実施されている、小学校環境教育についての発表がありました。
シャープの社員と気象キャスターが講師として全国の小学校に赴き、４～６年生を対象に、地球温暖化防止の問題をリサイクルや新エネルギーの学習や実験を交えて行う総合的な環境教育に取り組んでおり、
２０１０年１月現在、実施校は延べ１，５１５校、受講児童数は延べ１００，０４８名に上っています。気象キャスターが専門知識やコミュニケーション能力を生かして、身近な天気の話から地球温暖化の問題を分かりやすく解説したり、シャープ社員が培った技術や専門知識をもとに人力発電機や太陽光パネルによる発電実験を交えた授業を行っていることなどについて紹介されました。

　　　　スプライン・ネットワーク㈱からは、「グリーンＩＴでエコロジーとコスト削減の両立」と題して、プリンターのトナー消費量をコントロールし、インク消費量を最大５０％削減できるソフトウェア「トナーセーバー」についての発表がありました。
　　「トナーセーバー」は、多種多様なレーザープリンターに対応したソフトウェアで、印刷用途に応じてトナー使用量を簡単に調節することができ、印刷コスト削減と同時に、トナーカートリッジの廃棄量の削減にも繋がる環境にも優しい製品であることを紹介されました。

　　　　大阪府の地球環境課からは、「大阪府におけるグリーン購入の取組み」と題して、大阪府におけるグリーン調達、環境にやさしい買い物キャンペーンなどについての発表がありました。

　　　　大阪府庁では、グリーン調達方針に基づき、２０分野の物品を対象に分野毎の数値目標を設定し、実施結果を“ふちょうエコ家計簿”により把握・確認してグリーン調達に取組んでいることや、府民会議では、毎年「環境にやさしい買い物キャンペーン」の一環として「グリーン購入店舗調査」を行っており、平成２１年度の結果では、環境配慮型商品であることを表示した店舗が前年度よりも増加するなど、グリーン購入への取組みの輪が広がっていることなどが紹介されました。
　府民会議では、今後、関係者による講演や事例発表、あるいは府民会議や構成団体の活動を紹介するパネル展示なども取り入れながら、「グリーン購入セミナー ｉｎ 大阪」を継続的に開催していきたいと考えています。　　

～ 府民会議構成団体の取り組み ～

★（社）ガールスカウト日本連盟大阪府支部★

　社団法人ガールスカウト日本連盟大阪府支部では、2007年度より10年プロジェクトとして、平和提唱事業「ミャンマー・スタディーツアー」を実施しています。

　日本のガールスカウトは、長年にわたり国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）と協力して、難民の子どもたちに「ピースパック」（平和の小包：鉛筆、消しゴム、ノートなどの文房具とメッセージカードを入れている）というプレゼントを贈る活動をしてきました。2005年に始まったピースパックプロジェクトⅡでは、タイ国にいるミャンマー難民のために「ピースパック」を送ってきました。
私たちはこのピースパックプロジェクトを、もっと多くの人に理解してもらい、協力を得られるよう努力したいという思いから、2007年度にミャンマー・スタディーツアーを立ち上げました。なぜ難民になったか、どうすることが彼らにとって本当の支援なのかなど、ミャンマーという国について学ぶという目的のもとに実施した第1回の研修「ミャンマー・スタディーツアー2007」（2008年3月実施）では、参加スカウト、リーダーともに、ミャンマーに住む人々との交流を通し、多くのことを学ぶことができました。
その後も第2回の研修「ミャンマー・スタディーツアー2008」（2008年12月実施）、第3回の研修「ミャンマー・スタディーツアー2009」（2009年12月実施）と、大阪から平和のための活動を発信していけるようにこの活動を継続しています。

　第1回のミャンマー・スタディーツアー2007のメンバーはミャンマーでの体験から、発展途上国の子どもたちの未来を願い、自分たちにできることをしていこうと新しいプロジェクトを立ち上げました。それがエコキャップ運動でした。

　エコキャップ運動を選んだのは、ペットボトルキャップを集めることは、普段の生活の中のちょっとした心がけでできること、そしてガールスカウトの年少の子供たちにも分かりやすく、参加しやすいものだと考えたためです。ミャンマーでの経験を伝え、一緒に取り組みをしていく中で、平和を願う気持ちを共有していきたいという目的がありました。

　私たちの呼びかけでこれまでに集まったペットボトルキャップの総数は197,560個、ポリオワクチン約247人分を寄付することができました。
また、削減できたCO２は、換算すると約１,556Kgになります。
この活動期間中に集まったペットボトルキャップの数は、私たちの思いがたくさんの人に伝わったことを証明していると思います。
2010年はさらにこの活動を発展させるため、そして、この活動がこれからもたくさんの発展途上国の子どもたちの命を救うことを願い、大阪府支部の団や地域で継続して取り組んでもらおうと呼びかけを続けています。



（エコキャップ運動をすすめているミャンマー・スタディーツアー１期生のシンボルマーク）

～民間団体等が実施している活動をご紹介します～
　　「かんきょう夢ひろば」では、豊かな環境づくり大阪府民会議構成団体をはじめとする民間団体等が実施されている活動について、毎回誌上で紹介していきます。

自薦・他薦を問いませんので、民間団体等が実施されている活動について、下記の府民会議事務局までお寄せください。

豊かな環境づくり大阪府民会議広報誌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  


かんきょう夢ひろば


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発行：平成２２年２月　豊かな環境づくり大阪府民会議











大阪府





スプライン・ネットワーク㈱





豊かな環境づくり大阪府民会議


事務局：大阪府 環境農林水産部 みどり・都市環境室 地球環境課


TEL　0６－６944－67１０


Ｅ-mail   midorikankyo＠sbox.pref.osaka.lg.jp（＠は半角に置き換えて下さい）








シャープ㈱





阪急阪神ホールディングス㈱





支部に集まったキャップの配送準備中


（ミャンマーの民族衣装「ロンジー」を着て）





※キャンペーンシールをはがしたり、汚れているものを洗ったり、キャップ以外のものが混ざっていないかなどの確認をし、箱詰めして指定業者にお送りします。








☆エコキャップ運動☆


エコキャップ運動とは、ペットボトルのキャップを外して集め、これを「再資源化」することで「CO2の削減」を図り、さらに売却益によって「途上国の子どもたちにワクチンを贈る」というものです。


キャップ８００個を焼却処分せずに再資源化できれば、６，３００ｇのCO2削減になるとともに、２０円の売却益が得られます。


２０円で子ども１人分のポリオワクチンが購入でき、生命の危機から救うことができます。


　詳しくは、ＮＰＯ法人エコキャップ推進協会のホームページをご参照ください。


☆　エコキャップ推進協会のホームページ� HYPERLINK "http://ecocap007.com/" ��http://ecocap007.com/�


☆　回収実績のページ� HYPERLINK "http://ecocap007.com/kaisyu.html" ��http://ecocap007.com/kaisyu.html�


※　回収実績のページで「回収実績都道府県別」をクリックすると大阪府の欄の中（８８２頁目）に、「社団法人ガールスカウト日本連盟　大阪府支部」の実績が掲載されています。
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